
集　団　特　約
（実施　昭56.4.2 ／改正　平25.4.2）

 第１条  特約の付加

１．この特約は、保険契約者から申出があり、かつ、会社が承諾したときに付加しま
す。

２．この特約を付加するときは、次のすべての条件を満たすことを必要とします。

⑴ 保険契約者は、会社と集団協約を締結した組合・連合会・同業団体等、その
集団において保険料の一括集金のできる集団の構成員であること

⑵ 保険契約者、被保険者のいずれかの数が10名以上あること

 第２条  契約成立日

１．この特約による取扱いを行う月払契約では、普通保険約款の規定にかかわらず、
普通保険約款に規定する責任開始の時＊１を含む月の翌月１日を契約成立日とし
ます。なお、主契約に規定する契約年齢の計算にあたっては、契約成立日を基準
とし、保険期間の計算にあたっては、契約成立日を算入します。

２．本条の１．の規定にかかわらず、普通保険約款に規定する責任開始の時＊１からそ
の月の末日までの間に、保険金、給付金、見舞金、年金もしくは一時金の支払事
由＊２または保険料の払込免除事由が生じたときは、普通保険約款に規定する責
任開始の時＊１を含む日を契約成立日とします。なお、主契約に規定する契約年齢
の計算にあたっては、契約成立日を基準とし、保険期間の計算にあたっては、契
約成立日を算入します。

 第３条  保険料率

この特約による取扱いを行う月払契約の保険料率は、集団保険料率とします。た
だし、普通保険約款の規定により保険料の予納が行われるときは、普通保険料率
とします。

 第４条  保険料の払込み

１．第２回以後の保険料は、集団代表者を経由して払い込むことを必要とします。
２．本条の１．に規定する保険料は、集団代表者から会社に払い込まれた日をもって、
払込みのあった日とします。

 第５条  保険料領収証

第２回以後の保険料の払込みについては、個々の保険契約者に対して保険料領収
証を発行せず、集団代表者に一括領収証を交付してこれに代えます。

 第６条  保険料の予納

この特約による取扱いを行う月払契約について、保険料を予納するときは、会社
の定める率 により割り引きます。

★「会社の定める率」⇒利率は経済情勢等により変動します。担当者、最寄りの店舗またはお
客様サービスセンター（フリーダイヤル0120-714-532）までお問合せください。当社ホームペー
ジ（http://www.asahi-life.co.jp）にも掲載しています。

 第７条  特約の失効

１．次のいずれかに該当したときは、この特約は効力を失います。

 第２条  補足説明

＊１ 責任開始の時
次の⑴から⑹の保険契約の場合
には、保険期間開始の時としま
す。
⑴ 無配当がん医療保険契約
⑵ 無配当新がん医療保険契約
⑶ 無配当生活習慣病保険契約
⑷ 無配当生活習慣病保険（返
戻金なし型）契約

⑸ 無配当３大疾病一時金付生
活習慣病保険（返戻金なし
型）契約

⑹ ５年ごと利差配当付新がん
保険（返戻金なし型）契約

＊２ 保険金、給付金、見舞金、
年金もしくは一時金の支払
事由

⑴ 次の①から⑥の保険契約の
場合には、普通保険約款に
定めるがん給付の支払事由
を除きます。
① 無配当がん医療保険契
約

② 無配当新がん医療保険
契約

③ 無配当生活習慣病保険
契約

④ 無配当生活習慣病保険
（返戻金なし型）契約

⑤ 無配当３大疾病一時金
付生活習慣病保険（返
戻金なし型）契約

⑥ ５年ごと利差配当付新
がん保険（返戻金なし
型）契約

⑵ ５年ごと利差配当付介護一
時金保険契約の場合には、
普通保険約款に定める介護
見舞金の支払事由を除きま
す。
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⑴ この特約による保険契約の保険料が、猶予期間内に払い込まれないとき
⑵ 会社と集団代表者との間に締結された集団協約が解除されたとき
⑶ 保険契約者が死亡し、または集団を脱退したとき
⑷ 払い込むべき保険料がなくなったとき
⑸ 第１条（特約の付加）の２．－⑵に規定する保険契約者および被保険者の人
数がともに10名未満となり、その後３か月（年払契約、半年払契約の場合
には６か月）を経過してもそのいずれも10名以上にならないとき

⑹ 保険契約者が、保険料の払込方法（経路）をこの特約によらない方法に変更
したとき

２．本条の１．－⑴から⑸までの規定によりこの特約が効力を失ったときは、普通保
険約款の規定を適用します。

 第８条  普通保険約款の適用

この特約に定める事項以外は、すべて普通保険約款の規定を適用します。

 第９条  連生終身保険契約に付加する場合の特則

この特約を連生終身保険契約に付加するときは、第１条（特約の付加）および第
７条（特約の失効）中、「被保険者」とあるのをすべて「第１被保険者」と読み
替えます。

 第10条  変額保険（終身型）契約または変額保険（有期型）契約に付加
する場合の特則

この特約を変額保険（終身型）契約または変額保険（有期型）契約に付加すると
きは、第２条（契約成立日）の規定は適用せず、普通保険約款の規定によります。

 第11条  医療保障保険（個人型）契約に付加する場合の特則

この特約による取扱いを行う医療保障保険（個人型）の月払契約の保険料率は、
第３条（保険料率）の規定にかかわらず、普通保険料率とします。

 第12条  長期生活保障保険契約または５年ごと利差配当付長期生活保障
保険契約に付加する場合の特則

この特約を長期生活保障保険契約または５年ごと利差配当付長期生活保障保険契
約に付加する場合で、年金の種類が保証期間付終身年金のときは、第１条（特約
の付加）および第７条（特約の失効）中、「被保険者」とあるのをすべて「第１
被保険者」と読み替えます。

 第13条  第１回保険料から集団代表者を経由して払い込む場合の特則

この特約を付加し、第１回保険料＊１から集団代表者を経由して払い込むときは、
次のとおり読み替えます。
⑴ 第４条（保険料の払込み）を次のとおり読み替えます。
第４条（保険料の払込み）
１．第１回保険料＊１は、集団代表者を経由して払い込むことを必要とし
ます。この場合、集団代表者が、集団に所属してこの特約の取扱い
を受ける保険契約者から第１回保険料＊１に相当する金額を受け
取った時をもって、第１回保険料＊１の払込みがあったものとみなし
ます。

２．第２回以後の保険料は、集団代表者を経由して払い込むことを必要
とします。

３．本条の２．に規定する保険料は、集団代表者から会社に払い込まれ
た日をもって、払込みのあった日とします。

⑵ 第５条（保険料領収証）を次のとおり読み替えます。
第５条（保険料領収証）
 保険料の払込みについては、個々の保険契約者に対して保険料領収

 第13条  補足説明

＊１ 第１回保険料
第１回保険料相当額を含みま
す。
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証を発行せず、集団代表者に一括領収証を交付してこれに代えます。

 第14条  利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立保険契約に
付加する場合の特則

１．この特約を利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立保険契約に付加す
るときは、第２条（契約成立日）の規定は適用せず、普通保険約款の規定により
ます。

２．この特約による取扱いを行う利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立
保険契約の半年払契約および月払契約の保険料率は、第３条（保険料率）の規定
にかかわらず、普通保険料率とします。

３．この特約を利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立保険契約に付加す
るときは、第７条（特約の失効）の１．－⑴の規定は適用しません。

４．この特約による取扱いを行う利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立
保険契約の保険料が、猶予期間内に払い込まれないときは、会社は、猶予期間満
了以後、この特約による保険料の払込みの取扱いは行いません。ただし、保険契
約者から申出があったときは、会社の取扱いの範囲内で、この特約による保険料
の払込みの取扱いを行います。

５．この特約を利率変動積立型終身保険契約に付加するときは、第７条（特約の失効）
の１．－⑷を次のとおり読み替えます。
⑷ 第２保険期間が開始するとき

 第15条  家族特則が適用された無配当総合医療保険契約等に付加する場
合の特則

この特約を家族特則が適用された無配当総合医療保険契約等＊１に付加するとき
は、第１条（特約の付加）および第７条（特約の失効）中、「被保険者」とある
のをすべて「主たる被保険者」と読み替えます。

 第16条  責任開始に関する特約とあわせて主契約に付加する場合の特則

この特約を責任開始に関する特約とあわせて主契約に付加する場合、次の⑴から
⑷のとおり取り扱います。
⑴　第２条（契約成立日）を次のとおり読み替えます。
第２条（契約成立日）
１．この特約による取扱いを行う月払契約では、責任開始に関する特約
の規定にかかわらず、責任開始に関する特約に規定する責任開始の
時＊１を含む月の翌月１日を契約成立日とします。なお、主契約に規
定する契約年齢の計算にあたっては、契約成立日を基準とし、保険
期間の計算にあたっては、契約成立日を算入します。

２．本条の１．の規定にかかわらず、責任開始に関する特約に規定する
責任開始の時＊１からその月の末日までの間に、保険金、給付金、見
舞金、年金もしくは一時金の支払事由＊２または保険料の払込免除
事由が生じたときは、責任開始に関する特約に規定する責任開始の
時＊1を含む日を契約成立日とします。なお、主契約に規定する契
約年齢の計算にあたっては、契約成立日を基準とし、保険期間の計
算にあたっては、契約成立日を算入します。

⑵　第４条（保険料の払込み）を次のとおり読み替えます。
第４条（保険料の払込み）
１．保険料は、集団代表者を経由して払い込むことを必要とします。
２．本条の１．に規定する保険料は、集団代表者から会社に払い込まれ
た日をもって、払込みのあった日とします。

⑶　第５条（保険料領収証）を次のとおり読み替えます。
第５条（保険料領収証）

保険料の払込みについては、個々の保険契約者に対して保険料領収
証を発行せず、集団代表者に一括領収証を交付してこれに代えます。

⑷　第13条（第1回保険料から集団代表者を経由して払い込む場合の特則）は
適用しません。

 第15条  補足説明

＊１ 無配当総合医療保険契約等
次の⑴から⑷をいいます。
⑴ 無配当総合医療保険契約
⑵ 無配当新総合医療保険契約
⑶ ５年ごと利差配当付新医療
保険契約

⑷ ５年ごと利差配当付新医療
保険（返戻金なし型）契約

 第16条  補足説明

＊１ 責任開始の時
次の⑴から⑶の保険契約の場合
には、保険期間開始の時としま
す。
⑴　無配当生活習慣病保険（返
戻金なし型）契約

⑵　無配当3大疾病一時金付生
活習慣病保険（返戻金なし
型）契約

⑶　５年ごと利差配当付新がん
保険（返戻金なし型）契約

＊２　保険金、給付金、見舞金、
年金もしくは一時金の支払
事由

次の⑴から⑶の保険契約の場合
には、普通保険約款に定めるが
ん給付の支払事由を除きます。
⑴　無配当生活習慣病保険（返
戻金なし型）契約

⑵　無配当３大疾病一時金付生
活習慣病保険（返戻金なし
型）契約

⑶　５年ごと利差配当付新がん
保険（返戻金なし型）契約
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 第17条  責任開始に関する特約とあわせて積立保険に付加する場合の特則

この特約を責任開始に関する特約とあわせて積立保険に付加する場合には、第
14条（利率変動積立型終身保険契約または利率変動型積立保険契約に付加する
場合の特則）の１．および第16条（責任開始に関する特約とあわせて主契約に
付加する場合の特則）の⑴は適用せず、第2条（契約成立日）を次のとおり読み
替えます。
第２条（契約成立日）

責任開始に関する特約の規定にかかわらず、責任開始に関する特約に規
定する責任開始の時を含む月の翌月１日を契約成立日とします。なお、
主契約に規定する契約年齢の計算にあたっては、契約成立日を基準とし、
保険期間の計算にあたっては、契約成立日を算入します。
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